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令和５年度 全国学力・学習状況調査 学力・学習状況調査の結果概要 大阪府教育庁

平均正答率（％）

【参考】対全国比の経年比較

無解答率（％）

学力調査結果

小学校 中学校

・対全国比＝府平均正答率÷全国平均正答率

・全国の平均正答率を1.000としたときの、大阪府（政令市を含む）の各教科の平均正答率の推移
（平成30年までは各教科Ａ・Ｂの2区分）

各教科の状況

小
学
校
国
語

学習指導要領の内容
平均正答率（％）

大阪 全国

知識及び
技能

言葉の特徴や使い方に関する事項 71.0 71.2

情報の扱い方に関する事項 62.6 63.4

思考力、
判断力、
表現力等

話すこと・聞くこと 70.9 72.6

書くこと 24.2 26.7

読むこと 69.2 71.2

小
学
校
算
数

学習指導要領の領域及び評価の観点
平均正答率（％）

大阪 全国

領域

数と計算 66.8 67.3

図形 48.4 48.2

変化と関係 70.8 70.9

データの活用 63.8 65.5

評価の観点
知識・技能 67.1 67.2

思考・判断・表現 55.7 56.5

大阪府 全国 差

国語 5.1 4.8 0.3

算数 3.5 3.4 0.1

大阪府 全国 差
対全
国比

国語 66.0 67.2 -1.2 0.982

算数 62.1 62.5 -0.4 0.994

大阪府 全国 差

国語 5.2 4.6 0.6

数学 11.0 9.6 1.4

英語 6.4 5.7 0.7

大阪府 全国 差
対全
国比

国語 68.0 69.8 -1.8 0.974

数学 49.9 51.0 -1.1 0.978

英語 45.3 45.6 -0.3 0.993

0.900

0.920

0.940

0.960

0.980

1.000

1.020

H19 H22 H25 H28 H31 R3 R4 R5

小学校

国語Ａ

算数B

国語B

算数

国語

算数Ａ

（Ｒ1）

（１） 調査の目的

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を

検証し、その改善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、

教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

（２） 対象学年

小学校第6学年、義務教育学校前期課程第6学年、支援学校小学部第6学年＜大阪府（公立）実施校数・児童数 975校 70,277人＞

中学校第3学年、義務教育学校後期課程第3学年、支援学校中学部第3学年＜大阪府（公立）実施校数・生徒数 470校 66,746人＞

（３）調査内容

① 教科に関する調査

・小学校等【国語、算数】

・中学校等【国語、数学、英語】

※理科は3年に一度程度の実施のため実施せず

② 質問紙調査（児童生徒に対する調査、学校に対する調査）

（４）実施日 令和5年４月18日（火）

【今年度調査の特徴】

※教科に関する調査は、国語、算数、数学に加えて英語（中学校のみ） を４年ぶりに

実施

※児童生徒質問紙調査については、令和4年度に続き、今年度も一部の学校で、学習

用端末を使ったオンラインによる回答方式で実施

※紙面で実施する調査の後日実施は、4月19日（水）から4月28日（金）まで可能

※英語「話すこと」調査については、当日実施校と期間内実施校があり、期間内実施校

については、4月19日（水）から5月26日（金）までの期間で実施

*話すこと調査の結果については、全国から抽出された当日実施校の結果が公表され、都道府県別
の結果は公表されません。

小学校 中学校

中
学
校
国
語

学習指導要領の内容
平均正答率（％）

大阪 全国

知識及び
技能

言葉の特徴や使い方に関する事項 68.9 67.5

情報の扱い方に関する事項 61.6 63.4

我が国の言語文化に関する事項 72.3 74.7

思考力、
判断力、
表現力等

話すこと・聞くこと 79.5 82.2

書くこと 62.1 63.2

読むこと 60.8 63.7

中
学
校
数
学

学習指導要領の領域及び評価の観点
平均正答率（％）

大阪 全国

領域

数と式 63.2 63.0

図形 33.4 33.2

関数 49.5 51.2

データの活用 45.0 48.5

評価の観点
知識・技能 55.1 55.7

思考・判断・表現 39.6 41.6

中
学
校
英
語

学習指導要領の領域及び評価の観点
平均正答率（％）

大阪 全国

領域

聞くこと 57.4 58.4

読むこと 50.2 51.2

話すこと * 12.4

書くこと 24.8 23.4

評価の観点
知識・技能 51.2 51.5

思考・判断・表現 38.7 38.8

○ 小学校算数

「変化と関係」領域は、概ねできている。特に、伴って変わる二つの数量について、表から変

化の特徴を読み取ることは、相当数の児童ができている。

一方、「データの活用」領域では、複数の棒グラフからデータの特徴を捉え、違いを見いだすこ

とに課題が見られる。また、領域に関わらず、理由を明確にして記述することに課題がある。

○ 中学校英語

短い情報を正確に聞き取ることや、目的や場面、状況等に応じて必要な情報を聞き取る

ことについては、概ねできている。

一方、英文を読んで必要な情報を読み取ったり、概要を捉えたりすることに課題がある。ま

た、社会的な話題に関する英文等を読んだうえで、自分の考えやその理由を書いたり、文

法事項や言語の働きを理解して正確に書いたりすることにも課題がある。

○ 中学校数学

「数と式」領域は概ねできている。特に、数と整式の乗法の計算は概ねできている。

一方、「データの活用」領域における用語の意味を理解することに課題が見られる。また、

ある事柄が成り立つことを証明することや、問題解決の方法をグラフや式を用いて説明するこ

と、根拠にもとづいて数学的な表現を用いて説明することなど、領域に関わらず、記述するこ

とに課題がある。

○ 小学校国語

「言葉の特徴や使い方に関する事項」について、学習した漢字を文章の中で正しく使うこ

とや、日常よく使われる敬語などは、概ねできている。

一方、解答の条件に沿って、グラフや資料から情報を読み取って自分の考えを書いたり、

文章を読んで分かったことを書いたりすることに課題がある。

○ 中学校国語

「言葉の特徴や使い方に関する事項」について、文脈に即して漢字を正しく書くことや、語

句の意味を理解することについては、概ねできている。

一方、「読むこと」では、文章を比較して表現の効果について考えたり、文章を読んで理

解したことと知識や経験とを結び付け、自分の考えを広げたり深めたりすることに課題が見ら

れる。また、全体を通して、自分の考えを条件に沿って記述することにも課題がある。



令和５年度 全国学力・学習状況調査 児童生徒質問紙・学校質問紙 調査結果

児童生徒
質 問 紙

○先生はよいところを認めてくれる

先生は、自分のよいところを認めてくれていると肯定的に解

答した児童生徒の割合が増加している。

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか

○ 自己肯定感について

小
学
校

自分には、よいところがあると回答した児童生徒の割

合が増加している。

自分には、よいところがあると思いますか
質問
事項

○総合的な学習の時間における問題発見・解決

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整
理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいま
すか

総合的な学習の時間における探究的な学習について、肯定的

に回答した割合は小中学校ともに増加しているものの、さら

なる充実が必要。

中
学
校

質問
事項

質問
事項

○話し合い活動を通じた対話的で深い学び

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、広げたりすることができていますか

質問
事項

話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりす

ることができていると回答した割合が小中学校ともに増加し

ているが、さらなる取組みが必要。

家庭学習について、校内の教職員で共通理解を図っていると

いう回答の割合が小中学校で減少しており、学校全体で家庭

学習について丁寧な指導を進めることが必要。

○家庭学習についての教職員での共通理解

家庭学習の課題の課し方について、校内の教職員で共通
理解を図りましたか

質問
事項

※R04年度項目なし

各教科での学びを様々な課題の解決に生かすための機会を設け

ていると回答した学校の割合が、小中学校で増加しているが、

さらなる取組みが必要。

○学習内容を課題解決に活用すること

各教科等で身に付けたことを、様々な課題の解決
に生かすことができるような機会を設けましたか

質問
事項

本やインターネット、図書館資料の活用について計画的に行

っていると肯定的に回答した学校の割合は、小中学校ともに

増加しているものの、さらに計画的に進めることが必要。

○本やインターネット等を活用した指導

児童生徒に対する指導に関して、本やインターネット、図書
館資料などを活用した授業を計画的に行いましたか

質問
事項

※R04年度項目なし

学 校
質 問 紙

小
学
校

中
学
校

○学校の授業以外での平日の学習時間

学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりど
れくらいの時間、勉強をしますか（学習塾・家庭教師・インターネ
ットを活用して学ぶ時間も含む）

学校の授業を除いた平日の学習時間について、3時間以上勉強し

ている児童生徒の割合が増加している一方、「全くしない」

「30分よりも少ない」児童生徒の割合も増加しており、課題。

質問
事項


